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研究要旨：IgG4 高値の他疾患、もしくは、IgG4 正常値の自己免疫性膵炎患者が存在する。 

我々の発見した自己免疫性膵炎の新規自己抗体を測定する ELISA キットを開発し、臨床応用 

できれば、診断に有用であると考える。 
 

Ａ．研究目的 

 我々が発見した自己免疫性膵炎の新規1自

己抗体を測定するELISAキットを開発し、臨

床応用を目指す。 

 

Ｂ．研究方法 

ラミニン511のエピトープと新たな抗原同

定、市販用ELISAキットの開発を既存血清

を用いて行う。 

（倫理面への配慮） 

京大内の倫理委員会を通し、患者、健常人

から同意を取得後血清を採取している。こ

れらを用いて研究を行っており、倫理面で

問題はない。 

 

Ｃ．研究結果 

自己免疫性膵炎の自己抗原ラミニン511を

同定し、更にラミニン511に生理的に結合す

るインテグリンα6β１が自己免疫性膵炎

の自己抗原であることを同定した。これに

より自己免疫性膵炎の約6割でラミニン511、

もしくはインテグリンα6β１自己抗体が

陽性になった。更に抗原の探索を行い、同

時にこれらを用いた診断キットの開発を進

めている。 
 

Ｄ．考察 

臨床応用を目指すうえで、さらに精度の向

上、新規自己抗体の同定を進める必要があ

る。 

Ｅ．結論 

自己免疫性膵炎の診断において、抗ラミニン

511自己抗体測定が一定の有用性を持つこと

が示された。引き続き臨床応用を目指し、エ

ピトープの同定、新たな抗原の同定、診断キ

ットの開発を進めていくことが必要。 
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